
温度と湿度の関係＝【不快指数】

温浴施設や湿度が高い施設は、温度が低くても体感温度は高く感じるのが「不快指数」です。実際は23度になっ

ていても湿度が高いと＋3度、＋４度になる場合があります。

湿度管理にて、夏場は50％前後の湿度状況にしましょう。

冬場は逆に湿度を高くすると体感温度が上がりますので、暖かく感じさせることができます。

【以下の表を参考にして温度を設定してください。】

温度が低くても湿度が高いと不快指

数は高くなるよ！


